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2026年 9月号 

ＪＴＣＣ ニュース    （一社）日本繊維技術士センター 

Ⅰ．日本繊維技術士センターの行事予定 

 ＜ＪＴＣＣ開催講座のご案内＞  

●令和８年度 技術士第一次試験、第二次試験の実施について 

 技術士第一次試験 技術士第二次試験 

受験資格 制限なし 技術士第一次試験合格者 

試験日 令和８年１１月２２日（日） 令和８年７月２０日(月) 

試験会場 北海道、岩手県、宮城県、東京都、神奈川県、

新潟県、石川県、静岡県、愛知県、大阪府、 

兵庫県、広島県、香川県、愛媛県、福岡県、 

鹿児島県及び沖縄県 

北海道、宮城県、東京都、神奈川県、新潟県、

石川県、愛知県、大阪府、広島県、香川県、 

福岡県及び沖縄県 

受験申込書等配布期間 令和 8年6月 5日(金)～6月 24日(水) 令和 8年3月 24 日(火)～4月 15 日(水) 

受験申込受付期間 郵送受付：令和 8年 6月 10日(水)から 

   6 月 24日(水)まで 

WEB受付：令和 8年 6月 10日（水）9:00 から 

  6月 23日(火)17:00 まで 

郵送受付：令和 8年 4月 1日(水)から 

  4月 15日(水)まで 

WEB受付：令和 8年 4月 1日（水）9:00から 

  4月 14日(火)17:00 まで 

合格発表 令和 9年2月に、合格者の氏名を官報で 

公告し、本人宛てに合格証を送付 

筆記試験：令和 8年 11月に合否を通知。 

口頭試験：令和 9年 3月に合格者の氏名を 

  官報で公告し、本人宛てに合格証を送付 

●2026 年度技術士一次試験 専門科目（繊維）  過去問題解説講座 

日  時： ２０２６年 １０月３１日（土）  １３：００～１７：００ 

開催形式：ハイブリッド ＜定員＞会場（名古屋国際センター）１５名、オンライン５０名  

内  容： 技術士第一次試験の受験を考えている方に向けた対策講座です。 

     昨年度試験の全問徹底解説と攻略法を伝授します。 

受 講 料：会員 11,500 円（税込み）  

申 込 み ： ２０２６年 ９月 ３０日（木）締切 jtcc ホームページよりお申込みください。 

担  当： 渡邊 jtcc-ed-kino@mbr.nifty.com 

●フェスタ ’２６ ＪＴＣＣ 
日   時： ２０２６年 １０月３１日（土）  １２：３０～１９：００ 

開催形式： ハイブリッド 

会   場： 吹田市文化会館メイシアター３Ｆ レセプションホール （吹田市泉町 2-29-1） 

内   容： １．作品展示会 会員の絵画、書、写真、工芸品等の展示です 出品作品募集中！ 

      ２．マイプレゼン 会員からの自己紹介及び会社紹介です  参加者募集中！ 

      ３．講演会 「改定版 環境表示ガイドラインと企業に求められるグリーンウォッシュ対策」 

    環境省 大臣官房 環境経済課 渕田祐介氏による講演と企業とのパネルディスカッション 

      ４．懇親会 参加者間の交流を深めます 

参加費用： 会場参加（懇親会込み）             会員 5,000 円  一般 6,000 円（当日払い） 

      会場参加（講演会まで）及びオンライン 会員 1,000 円  一般 2,000 円（オンラインは事前振込み） 

申 込 み： 締切 １０月１６日（金） JTCC ホームページより Google フォームにて 

問 合 せ： フェスタ部会長 伊勢 tony@kcc.zaq.ne.jp  または JTCC事務局 jtcc@nifty.com 

https://www.engineer.or.jp/c_topics/011/011423.html
https://www.engineer.or.jp/c_topics/011/011422.html
https://jtcc.or.jp/education/education01_301.html
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●「繊維の基礎～素材から製品まで」講座 

本講座は「繊維の基礎知識」をテーマとして、素材からアパレルに関する基礎的で実用的な知識を習得し、日常の

業務にお役立てていただく内容で構成いたしました。最終製品を判断するうえでも繊維の基礎知識がいかに重要であ

るか、そして世界の繊維産業を改めて理解しグローバルマーケットを意識していただくことにも視点を置いています。

繊維製品の基礎を改めて振り返りたい方、TES(繊維製品品質管理士) や技術士を目指す皆様には、そのための入門

編となる基礎能力を高める絶好の機会となるように下記の要領で開催いたしますので、ご案内申し上げます。 

１日目 

日程 テーマ 時間 講師 

１１月 １日（日） 

１１月１４日（土） 

Ⅰ．繊維産業 ９：３０～１０：４０ 西中久雄（元 東洋紡） 

Ⅱ. アパレル(品質管理) １０：５０～１２：１０ 樋之口孝子（元 ユニクロ） 

Ⅲ. 天然・再生・半合成繊維 １３：１０～１４：２０ 伊勢智一（元 日本毛織） 

Ⅳ. 化学繊維 １４：３０～１５：４０ 前坂行信（東レ・ライクラ） 

Ⅴ. 不織布 １５：５０～１６：５０ 奥 恭行（森田工業） 

 ２日目 

日程 テーマ 時間 講師 

１１月 １５日（日） 

１１月 ２８日（土） 

Ⅵ. 糸（紡績糸･加工糸） ９：３０～１０：４０ 里見眞一（元 村田機械） 

Ⅶ. 織物 １０：５０～１２：００ 佐藤忠義（元 倉敷紡績） 

Ⅷ. 編物 １３：００～１４：１０ 金丸亮二 （元 富山県産業

技術研究開発センター） 

Ⅸ. 染色加工 １４：２０～１５：３０ 金崎英夫（元 日華化学） 

Ⅹ. 仕上げ加工 １５：４０～１６：５０ 杉山和典（AGC 株式会社） 

 コース： A・日曜日コース･･･11月 1日（日）・11月 15日（日）の 2日間 

  B・土曜日コース･･･11月 14日（土）・11月 28日（土）の2日間 

  C・横断コース CAコース･･･11 月 1日（日）と11月 28日（土）の 2日間 

   CBコース･･･11 月 14日（土）と11月 15日（日）の 2日間 

開催形式：オンライン 

受 講 料：JTCC 会員及び賛助会員 ２６,７３０円（税込み） 一般 ２９,７００円（税込み） 

申 込 み ： ２０２６年 １０月 １７日（土）締切  jtccホームページよりお申込みください。 

担  当： jtcc- kt@nifty.com 

 

  

https://jtcc.or.jp/education/education03_201.html
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●新入社員のための「分かりやすい繊維基礎講座」 

本講座は、2026年に繊維関係の会社に就職された新入社員の方々や、初めて繊維関係のお仕事をされる方々、

および繊維に関する基礎的で実用的な知識を学ばれたい方々のための「分かりやすい繊維基礎講座」です。 

日 時 講 義 名 講 師 受講料（円） 

１２／０１（火）  １７：００～１８：３０ （１）繊維の種類と性質   松永伸洋（元 ユニチカ） ３,０００ 
１２／０３（木） １７：００～１８：３０ （２）糸の種類･製造･性質  松永伸洋（元 ユニチカ） ３,０００ 

１２／０８（火） １７：００～１８：３０ （３）布地の種類･製造・性質 [１]  松川源栄（元 東洋紡） ３,０００ 

１２／１０（木） １７：００～１８：３０ （４）布地の種類･製造・性質 [２] 松川源栄（元 東洋紡） ３,０００ 

１２／１５（火） １７：００～１８：３０ （５）染色加工 [１]  上田良行（元 ワコール） ３,０００ 

１２／１８（金） １７：００～１８：３０ （６）染色加工 [２]   上田良行（元 ワコール） ３,０００ 

開催形式：対面 ＆ オンライン 対面会場：JTCC 本部事務所（大阪市西区靭本町 2-7-4シヅカビル 502） 

      現物サンプルを用いて繊維を理解していただきます。 

定  員： 対面 ９名（先着順） オンラインと合わせて１５名に満たない場合は中止いたします。 

受 講 料： 一講座 ３,０００円（税込み）  個別に申込みいただけます 

申 込 み ： ２０２６年 １１月 ２４日（火）締切  jtccホームページよりお申込みください。 

担  当： jtcc-ed-tes＠mbr.nifty.com 

 

 

Ⅱ．（業界ニュース） 

１． 経済産業省（製造産業局 生活製品課） 
新規発表なし。 

２． 環境省 （2026. 3. 31 大臣官房） 
「環境表示ガイドライン」 の改定について 

環境省では、主に自己宣言により環境表示を行う事業者および事業者団体を対象に、望ましい環境表示を目指す上

で必要な環境情報提供のあり方について整理し、「環境表示ガイドライン」をまとめています。今般、「環境表示ガイド

ライン」を改定いたしましたので、公表いたします。今回の改定の特徴としては、５つの基本項目の見直しや解説への

イラストの追加、グリーンウォッシュ対策の国際的動向等を参考情報（別冊）に拡充するといった対応を実施しました。 

３． 日本化学繊維協会、日本綿業振興会、日本染色協会  
●日本化学繊維協会   

 新規発表なし 

●日本綿業振興会 

新規発表なし 

  ●日本染色協会 

 「染色協会ニュース」バックナンバーNo.358（２０２６年１月・２月） 

４． （一社）日本衣料管理協会、（一社）繊維評価技術協議会（繊技協）、他 
  ●（一社）繊維評価技術協議会（繊技協）  

＜さわやか繊維 ＳＥＫマーク＞パンフレットの改訂 

～露草色への変更により、制菌加工・消臭加工マークを刷新しました～ 

●協同組合関西ファッション連合（KanFA） 

 KanFA 機関紙 vol.81 発行  

●（一社）日本衣料管理協会 

   ２０２６年９月・１０月の TES 会行事 

 

https://jtcc.or.jp/education/education03_106.html
https://www.env.go.jp/press/press_03660.html
http://www.nissenkyo.or.jp/page03.html
https://www.sengikyo.or.jp/news/detail.php?eid=00190
https://kanfa720.com/archives/2124
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Ⅲ．（技術情報）   詳細は各学会誌、月刊誌をご覧下さい。 

◆＜繊維学会誌＞ ２０２６年８月号 ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

【時評】新領域の開拓のために新たなるブレインストーミングの場を     木村良晴 

【特集】 <2025 年度繊維学会賞> 

散乱・分光法による溶媒和効果を粗視化しないソフトマテリアル物性の解明と産業応用 

             信州大学 佐藤 高彰 

生分解性ポリエステルの電界紡糸によるナノファイバー化と生体適合性材料への応用特性

解析         東京農業大学 石井 大輔 

分子トポロジーを基軸とした高分子結晶化メカニズムの解明と繊維材料への展開 

             岡山大学 山崎 慎一 

【解説】  

部分フッ素化高分子の凝集状態と機能特性              東京大学 川口 大輔 

   構造多糖材料の分子シミュレーションを基盤とする機械学習駆動型マテリアルズインフォ 

   マティクス    宮崎大学・宇都 卓也,  株式会社ダイセル・兼子 祐 

    

 

◆＜繊維製品消費科学会誌＞ ２０２６年８月号  ―――――――――――――――――――――――――― 

＜時辞刻告＞洗うを問い直す 汚れを落とす技術から，衣類の価値を守る科学へ 

花王 杉山陽一 

＜解説＞ シリーズ「繊維産業におけるSX の取り組み」」 

      15．大阪発のサステナブルファッション推進の取り組み 

 oHO  oHOHo CYCLE PROJECT から協議会設立へ    大阪府環境農林水産部 水渡大介 

（第 52回消費性能試験法講習会講演より） 

ポリウレタンやポリエステル繊維など素材として発生しやすい品質事故とその特性  

         京都女子大学 榎本雅穗 

流通・保管環境に起因して発生する皮革製品の品質事故とその特性 

        椙山女学園大学 解野誠司 

＜研究解説＞ ラジカル重合開始剤に魅せられて（前編） 

     Green Leaf Polymer Chemistry Institute Sendai 代表 菅野修一 

＜報文＞ムラサキ根におけるシコニン誘導体含量と分光測色値の定量的相関 

      京都光華女子大学短期大学部 青木正明、京都工芸繊維大学 北口紗織 

 

◆＜繊維機械学会誌＞  ２０２６年８月号 ――――――――――――――――――――――――――――――― 

【巻頭言】 

約 35年間，阿波藍産業の周辺を歩いてきた        川上美洋子 

【総説】 

＜転載＞ 編機技術の系統化調査（その３）     今井博文 

  【解説】 

足部トルソーによる靴下の保温性評価装置の開発と足部放熱特性の検討 山崎陽平、辻坂敏之 

セルロースナノファイバーの安全性評価：これまでの知見と展望 

 小倉 勇、藤田克英、堀江祐範、森山章弘、田井梨絵、眞野浩行 
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◆＜日本技術士会誌＞     ２０２６年９月号 ――――――――――――――――――――――――――――  

【MESSAGE】 15歳からの次世代グローバルエンジニアの育成   阿部 恵  

【技術解説】 スマート水産業の現場実装に係る取組み事例   岡野利之 

【ＣＰＤ行事から】 那珂フュージョン科学技術研究所の見学について  小泉優二 

【技術者倫理シリーズ】 公益通報者保護法と技術士について   小風 茂 

【安全・安心シリーズ】 最近の沿岸防護概念の変更と温暖化に伴う局地気候の変動への対応

         柴山知也 

【社会への発信】 個人情報保護制度のはじまりと重大事案にみる倫理的問題について 

         片岡陽一 

【活躍する技術士】図面の先にある価値を求めて    中田 穂 

 

 

 

（月刊誌）、新聞 他） 

◆＜加工技術＞ ２０２６年８月号 ―――――――――――――――――――――――――――――――――  

最新DTFプリンタとUVプリンタを提案    ミマキエンジニアリングSIGN EXPO2026 に出展 

ゴム補強繊維の接着技術３  ポリエステル繊維の接着技術 

         高田技術コンサルタント事務所 高田忠彦 

炭素繊維コンポジットの最新動向３      井塚技術士事務所 井塚淑夫 

○魅せられた旅路―セルロースの世界を夢飛行 17    Advanced Consulting Partners 伊藤高廣 

○時空繊維 55 マンチェスターと杉浦重剛   八木技術士事務所 八木健吉 

〇シルクへのいざない    元信州大学・塚田益裕  元台湾省蚕蜂業改良場・林 洋三 

 (338) 招聘外国人教授による紬工房での織布体験 

 (339) 絹糸腺内シルクにおよぼす蚕の飼料の影響  

 (340) ブドウ虫繊維を用いた複合紡績糸 

 

 ◆＜不織布情報＞ ２０２６年８月号  ―――――――――――――――――――――――――――――――                            

 

【用途特集】 自動車 

＜総説＞ 自動車用不織布     日本バイリーン 

誰もが気軽に身近な存在としたクルマの開発を基本として未来のクルマづくりでも大切に 

        ダイハツ工業 

反毛およびリサイクル原料原綿を活用したタテ型不織布における循環型社会への取り組み 

        帝人フロンティア 

不織布事業をニッケグループの第３の柱として米国市場での営業力強化と加工事業拡大を推進 

       エフアンドエイノンウーブンズ 

自動車整備技術としっかりした自立型人間を育成      マツダ自動車整備専門学校神戸 

つむぐ技術
ち か ら

、つなげる未来 創意を生かし、社業を通じて社会に貢献 芦森工業 

繊維、不織布、フィルム さまざまな基材向け加工機を製造  SAND TECH 

自動アッセンブリー接着剤精密塗布技術 オート Tier I アプリケーション ノードソン 

放射線を使わず、不織布の重さを生産ライン上で全数計測 

「車載ミリ波レーダー」技術を応用した目付重量計測システム  インテック 
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 ◆＜繊研新聞＞ 

26年１～6月の衣類輸入（速報値） 日本繊維輸入組合が財務省貿易統計を基にまとめた速報値
下段は前年同期比伸び率％

数量（千点） 金額（百万円） 数量（千点） 金額（百万円） 数量（千点） シェア 金額（百万円） シェア
656,591 412,421 335,537 317,330 992,128 729,751

6.1 13.1 -0.1 2.6
226,799 165,996 80,132 140,013 306,931 306,009

-4.5 -0.2 7.0 3.5
108,091 65,032 34,427 51,923 142,518 116,955

12.5 30.1 -7.9 -2.7
72,240 36,054 61,278 67,386 133,518 103,440

11.2 26.2 8.2 13.4
115,177 51,580 39,000 50,763 154,177 102,343

-10.5 -2.5 -15.8 -4.5
586 23,241 645 40,165 1,231 63,406

-11.0 -2.0 -3.4 4.6
25,168 22,118 19,564 35,570 44,732 57,688

8.9 16.8 -5.4 13.2
13,776 6,829 20,252 21,889 34,028 28,718

23.6 13.3 4.2 17.1
19,965 11,891 4,208 3,336 24,173 15,227
-22.6 -8.8 -24.7 -11.9

141 1,400 48 6,661 189 8,061
-4.6 7.0 -16.9 -4.5

463,556 311,387 202,185 302,675 665,741 614,062
0.5 8.4 2.5 5.1

1,896 35,914 1,140 60,633 3,036 96,547
-9.0 0.5 -5.1 2.8

1,262,134 842,411 602,726 779,751 1,864,860 1,622,162
2.2 9.4 -0.3 3.8

為替レート （2026年1～6月） 158.07円／ドル （前年同期比 106.27%）出所：財務省

合計
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10 フランス 0.0%
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ASEAN 35.7%

EU 0.2%

8 インド 1.8%

タイ 1.3%9

6 イタリア 0.1%

7 インドネシア 2.4%

4

バングラデシュ

7.2%

5

ミャンマー

8.3%

2 ベトナム 16.5%

3 カンボジア 7.6%

順
位

国・地域
ニット製衣類 布帛性衣類

1 中国

 
 

(2026. 8.17)  26年上期（1～6月）の衣類輸入量はほぼ前年並みだったが、コロナ禍以降では最高水準となった前年を上回

った。日本繊維輸入組合が財務省貿易統計を基にまとめた衣類輸入状況（速報値）によると、同上期の輸入量は前年同

期比 0.8％増の 45万 180 トン。輸入相手国上位で前年を上回ったのは中国、ミャンマー、カンボジアだった。一方でベトナ

ム、バングラデシュは減少基調が続き、輸入量全体としては小幅な増加となった。 

 

 

「ＪＴＣＣニュース」では、毎月数社の企業広告や製品案内を無料で掲載させていただきます。 

掲載をご希望の方は jtccnews＠mbr.nifty.com までご連絡ください。 

賛助法人・団体会員様からの声（技術的な問題，ＪＴＣＣに対するご意見など）も、お待ちしております。 
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